
平成２３年１２月５日（月）～１２月１１日（日）〔平成２３年第４９週〕の感染症発生状況 
第４９週で定点報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)水痘 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 
感染性胃腸炎は定点当たり１５．９４人と前週（１２．０３）より患者報告数は大幅に増加しており、例年に比べ流行がやや遅れていましたが、本格的な流行が始まった状況

にありますので、今後一層の注意が必要です。 
水痘は定点当たり２．６１人と前週（２．３９）より患者報告数が増加しており、例年に比べ高いレベルでの推移となっています。 
６週連続でマイコプラズマ肺炎の報告が続いています。例年に比べると非常に高いレベルでの推移となっているので、今後注意が必要です（全国的にも非常に高いレベルです）。 

発行 川崎市健康福祉局健康安全室・衛生研究所・各区保健福祉センター(保健所） 
（問い合わせ先） ０４４－２００－２４１２ 

感染性胃腸炎発生状況(３年間）
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水痘発生状況（３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 

 

  

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

今、何の病気が流行しているか！

第４９週報告数第２位 

第４９週報告数第１位 

もうしばらくすると年末年始です。この期間を利用して海外旅行を計画している方に、海

外で注意したい感染症予防方法（特に食べ物が原因となるもの）を御紹介します。※その他

に、動物が原因となる感染症もあります。 

海外旅行等で食べ物が原因となる感染症には、腸チフス、赤痢、コレラ、Ａ型肝炎などが

あります。下痢を起こすものがほとんどですが、Ａ型肝炎（倦怠感・黄疸）のように下痢が

主症状でない感染症もあります。一般的な予防方法をあげますので海外旅行の際には注意し

てください。 

～海外旅行で気をつけたい感染症（食べ物編）～ 

         

                       

 

①なま水を飲まない 

③生野菜は避け、火を通し
たものを食べましょう。 

④果物は皮をむいたらすぐに
食べましょう。時間の経過したカ
ットフルーツなどに注意！ 

⑤乳製品・卵製品は傷みや
すいので、衛生状態の悪いも
のや調理後時間の経過した
ものは避けましょう。 

②魚・肉類は火を通しましょう。

海外で感染症にかからない

ために気をつけたいこと 

 
 

※
氷
に
も
注
意 

メール配信サービスに登録していただいた方に、定期的（原則毎週水曜日）に、最新の「今、
何の病気が流行しているか」と「市内感染症情報」のＰＤＦファイルを、登録いただいたメ
ールアドレスへ配信します。※パソコン向けサービスで、携帯電話では御利用できません。 

登録方法については、次のＵＲＬにアクセスしてください。 
http://www.city.kawasaki.jp/e-news/info2994/index.html  


